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民公社時代に建設された村営井戸 ため池に依存し 。井戸は直径一～二メートル、深さ二〇メートル程度で、農繁期 農家がトラクターのエンジンを使ってホースで水を汲み上げている光景をよく目にする。井戸はほとんど日常管理が必要ないという。
鎮内では地形上の理由などから灌漑が行
われない農地が多く存在 、公式統計によれば鎮の平均灌漑率は約四〇パーセ トと低い。用水不足にも関わらず、これまで深刻な水不足、 争 は発生していない。二〇〇五年に渇 が発生した際も村を通して共有水利施設を建設する動きはなく むしろ農家や大規模経営者など個人による水利施設の建設が行われたという。
このように、沐浴店鎮では水利施設の建

































出身の官吏の指揮のもと住民の手により紅河両岸に数百万ムーの棚田が開かれた。一般に棚田の広がる谷は高度により三層構造になっている。海抜一六〇〇メートル以上の高地には水源を涵養す 森林、海抜八〇〇メートル以上 層に集落 集落の下流に棚田が広がっている。
棚田の水源は森林からの湧き水や小河川
であるが、注目すべきは毛細血管のように張り巡らされた「溝」と呼ばれ 水路である。大規模な水路 利用・管理に関しては毎年流域集落の代表が会議を開き、話し合いを行う 各村は水管理に関する規則 制定し水利施設の破壊や盗水行為を厳しく禁じているほか、毎年アニミズム信仰と結びついた水神 祭 儀式を実施し村民の水資源保護に対す 意識を高めている。
元陽県では近年収益性の低い稲作から経
済作物生産への切り替え、県外への出稼ぎが増加している。将来もこのような傾向続くならば、コミュニティによ 棚田の維持管理 難しくなっていく可能性がある。
以上三つの事例から自然条件、社会経済
条件により各地の灌漑方式が異なることがわかる。本稿では中国の農業水利のごく一部を紹介したに過ぎないが、その多様性を理解する契機となれば幸いである。
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